
今年度も、郡市小・中学校教育研究会理科部との共催により、南魚沼地域児童生徒標本展・科学研究

発表会を、以下のように実施します。各校理科主任・推進委員の皆様どうぞよろしくお願いします。 

南魚沼地域児童生徒標本展 

日 時 

 

会 場 

部 門 

 

表 彰 

申込み 

 

 

作品搬入 

作品搬出 

 

９月 ５日（土）１０：００～１６：００ 

６日（日）１０：００～１５：００まで 

南魚沼市図書館 多目的室 

植物標本の部、動物標本の部、その他の標本の部（貝殻、貝化石、岩石、骨格等） 

各部門はさらに小学校低学年、同中学年、同高学年、中学校に分ける。 

参加者全員に賞状を贈呈する。ただし、４名以上の共同作品にはグループに１枚。 

申込ファイル（電子データ）をメール添付で理センへ。 

【締め切り】８月３１日（月）１５時００分必着 

＊申込みファイルは、８月 19日（水）に各学校の文書連絡に送付済。 

９月 ４日（金）１３時３０分～１４時１５分 ＜会場準備と審査会を並行して行う＞ 

９月 ７日（月） ９時３０分～１１時００分 

南魚沼地域児童生徒科学研究発表会 

日 時 

会 場 

 

部 門 

審 査 

表 彰 

申込み 

 

 

発表原稿 

１０月 ２日（金）１３時３０分～１６時３０分（終了時刻は目安） 

五十沢地域開発センター（旧五十沢中学校） 

〒949-6775 南魚沼市宮 472番地 3 <五十沢小学校となり> 

小学校中学年の部、小学校高学年の部、中学校の部 

発表数の３割程度を「いきいきわくわく科学賞 2026」に推薦する。 

発表者全員に賞状とバッジを贈呈する。ただし、４名以上の共同作品にはグループに１枚。 

申込ファイル（電子データ）をメール添付で理センへ。 

【申込締め切り】９月 ７日（月）１５時００分必着 

＊申込みファイルは、8月 19日（水）に各学校の文書連絡に送付済。 

【原稿締め切り】９月２４日（木）１６時３０分まで（期限厳守） 

湯沢小・湯沢中学校：メール添付で理センへ（orデータＣＤで提出）。 

南魚沼市内小中学校：共有フォルダ＞02常用＞02全学校共有＞ 

08理科センター＞科研要項 (R8)に保存し、理センへメール等で連絡。 

発表会準備 １０月１日（木）１５時００分～ 

役員報告会 １０月２日（金）１６時３０分～（予定） 

※標本展・科学研究発表会ともに、詳細は４月 23日（木）の第１回理科主任会の要項をご覧ください。 

 役員派遣申請は、標本展 8月 20日(木)・科研発表会 9月 2日(水)頃、各校へ紙ベースで発出予定です。 

令和８年８月２７日発行 

南魚沼市学習指導センター 

理科教育部 
〒946-6680 南魚沼市六日町 865  

（学習指導センター内） 

TEL   025(773)6702 
FAX   025(773)6703 
E-mail  risen@minamiuonuma.ed.jp 

いきいきわくわく科学賞 202６ 

応募締め切り 10月 8日（木）必着 
最終審査予定 11月 ６日（金） 

今
年度
バッジデザイン



８月６日（木） 

郡市教振理科部共催 「里山自然観察会」 

講 師：理科センター専門員 

深澤  和基 様 

郡市教振理科部研修会と兼ねて実施し 24名

の参加がありました。旧五日町スキー場天池

周辺で約２時間里山の自然を観察しました。 

「南魚の豊かな植生や生き物を実際に歩いて

観察・体験できたことは非常に貴重な学びと

なった」「普段何気なく見ている自然に様々

な生物のつながりや環境との関係があること

を体感した」という感想がありました。 

多くの標本をもとに 

興味深い講義と現地案 

内をしてくださった講 

師の深澤先生に感謝申 

し上げます。 

 

 

 

 

 

７月 28日(火)～7月 31日（金）  

学年別基本研修 

「小学校３～６ 年間授業の進め方(後期)」 

講 師：理科センター 協力員 

小宮山 文子 先生 （塩沢小学校） 

合計 15 名の方々からご参加いただきまし

た。暑さの中、多くの皆様から研修に取り組

んでいただきました。以下は受講者の皆さん

の感想です。 

・教科書や指導書に書かれていない実験のコ

ツを教えていただきとても参考になった。 

・見通しがもちにくい２学期以降の理科授業

についてテンポよく

実際に予備実験をし

ながら研修していく

ことで勉強になっ

た。 

７月・８月の研修会報告 

８月４日（火）～５日（水）「尾瀬宿泊研修会」  

講 師：小千谷市教育センター所長  大 野 滋 様 

 晴天に恵まれ標高 1,000ｍを超える尾瀬で快適に過ごしました。参加者は、講師を含め計８名。

１日目は、沼田市の「吹
ふ き

割
わ り

の滝」に寄り、講師大野先生から滝の景観や「溶結
よ う け つ

凝灰
ぎょうかい

岩」等の解説

をいただきました。その後、鳩待峠から徒歩で山の鼻へ入り山小屋に宿泊しました。２日目は尾

瀬ヶ原散策コースと至仏山
し ぶ つ さ ん

登山コースの２班に分かれ野外研修を行いました。尾瀬ヶ原は大野

先生から２名の方を指導していただき、残りの５名は至仏山(2,228ｍ)登頂に挑みました。山頂

では富士山が望める等、素晴らしい景観の中で登山を終えることができました。講師様の有意義

なご指導に感謝いたします。以下に参加者の感想の一部を紹介します。 

・大野先生の尾瀬に関わる話や植物の解説があったことで尾瀬の自然を堪能できた。ビジターセ

ンターの方に普段見られない場所を見せてもらい、また行きたいと思える最高の研修だった。 

・久しぶりに至仏登山ができ、多くの植物を見ることができた。植物や動物等をじっくり観察で

き宿泊研修のありがたさを感じた。 

クルマユリ 鳩待峠にて 

燧ケ岳と尾瀬ヶ原 


